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1．はじめに

　本学は平成 17年度に四年制大学となった。現在、短期

大学時代の卒業生は 20代後半から 30代後半を占め、社会

の中核を担う世代となってきている。そのため、卒業生自

身からばかりでなく、社会からも卒業生のスキルアップを

望む声が強い。一方、この世代は、聴覚障害者の高等教育

機関への進学率が決して高くない世代でもあり、本学卒業

生に限らず潜在的にリカレント教育への要望が強いと考え

られる。

　こうした背景から、聴覚障害者へのリカレント教育を検

討・実施していくことは、本学にとって重要な課題である

と考えられる。しかし、本学には、ほとんどの卒業生が大

学の設置されている地元には就職せず全国各地に展開して

いるという特殊な事情もあり、他の大学に比べて、リカレ

ント教育の実施は容易ではない。

　我々は、こうした問題の解決を目指して、卒業生を対象

としたリカレント教育を企画・実施した。今回のプロジェ

クトでは、将来的な取組みの検証として、東京会場での実

施、本学からテレビ会議システムを使った遠隔講義の実施、

多地点の会場同士での通信、立体映像通信の検討などを

行った。本稿では、実施した結果を報告するとともに、そ

の結果を基に、将来的な取組みの可能性について考察する。

2．リカレント教育の実施

2.1　リカレント教育の内容

　今回、卒業生を対象にしたリカレント教育を企画・実施

した。内容は、情報系の資格取得（基本情報技術者試験な

らびに初級システムアドミニストレータ試験）を目的とし

た講習会とした。基本情報技術者試験ならびに初級システ

ムアドミニストレータ試験は、情報理論から実務内容まで

非常に幅広い内容になっており、少ない実施回数ですべて

の内容を講義することは極めて困難である。そのため、今

回の講習では、各回、範囲を決めて前半の 1時間で 20問

程度のテストを実施し、その場で採点、後半の 1時間で正

答率の低かった問題、受講する卒業生から解説の希望の多

かった問題を中心に解説する形式を採用した。

　また、卒業生が就業後に集まれる場所として東京（日本

財団ビル）で午後 7時から午後 9時に実施した。日程、実

施場所、参加者数を表 1に示す。

2.2　東京会場での講義

　第 1回から第 3回までの講習は、受講生の就業後の時

間帯に本学教員が東京会場で直接指導した。また、第 1回

の 1月 18日の講習では、最初の 30分程度を使って、今回

の実施内容ならびに資格試験の内容に関するガイダンスも

行った。

　年度末の業務が忙しい時期でもあり、ガイダンスだけを

受けに来た卒業生も多く、2回目以降の講習では、実際に

4月の資格試験を受験したいと考えている卒業生が参加す

る結果となった。東京会場での講習の様子を図 1に示す。
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日程 実施場所 参加者数
1月 18 日 東京 13名
1月 25 日 東京※ 4名
2月 2日 東京※ 4名
2月 23 日 東京（遠隔指導） 4名
3月 2日 東京・大阪・名古屋・つ

くば（多地点間）
11 名

※ 大学側で立体映像通信のテストを実施
（東京会場 → 筑波技術大学）

表 1　実施日程・実施場所
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2.3　本学からの遠隔講義

　本学は、ほとんどの卒業生が大学の設置されている地元

に就職しないという特殊な事情を抱えている。そのため、

将来的にリカレント教育を企画・実施していく際には、テ

レビ会議システムなどを用いた遠隔講義の検討が必要に

なってくると考えられる。その可能性を検討するために、

第 4回の講習（2月 23日）では、後半の問題解説の部分

を本学側のスタジオからテレビ会議システムを用いた遠隔

講習という形式で実施した。遠隔講習の様子を図 2ならび

に図 3に示す。

　今回実施した遠隔講習では、講師が提示している教材用

スライドを講師映像へ合成して、講師自身が映像の中でそ

のスライドを指差しながら解説することができる（図 2）。

講師はペン操作ができるタブレット PCを用いて教材を操

作するとともに、タッチペンで教材用スライドに自由に書

き込みを加えることができる。また、重要な説明について

はオペレータが入力し、講師映像の下部に字幕として提示

することでより正確な伝達を心がけた（図 3）[1][2]。

　上記の手法を用いることで、受講している聴覚障害者は

全ての情報を同一画面内に視認することができ、教材用ス

ライドが提示されているスクリーンを見ている際に解説を

見逃すような問題や、手話単語がない専門用語などが指文

字では十分に把握できないなどの問題を解決できると考え

ている。なお、講師映像に合成した教材用スライドは通常

の 2/3程度に縮小され、スライド内の文字などが読みにく

くなっている場合もあるので、会場では教材の細部の確認

もできるように、別のスクリーンにも教材用スライドを提

示した。

2.4　立体映像通信ならびに多地点間通信

　今回、将来的な取組みの検討として、立体映像通信なら

びに多地点間通信の検討を行った。

　立体映像通信の検討は、第 2回（1月 25日）と第 3回（2

月 2日）の講習で実施した。この 2回の講習では教員によ

る説明が東京会場で行われていること、また、立体映像の

提示装置が本学側のみに存在することから、東京会場での

講習の様子を本学側へ送信し、本学側で卒業生、本学学生、

本学教員に評価してもらった。立体映像通信では、通常の

映像通信に比較しデータ量が多くなるため、手話などの高

フレーム・レートの通信では専用回線などが必要となる場

合が多いが、今回は画面の解像度を落とすことでフレーム・

レートを維持したまま低帯域の通信にも対応できるシステ

ムを試作した [3]。立体映像を提示している様子を図 4に、

立体映像を見ている様子を図 5に示す。立体映像通信では

左眼用映像と右眼用映像が同時に提示され（図 4）、受講

者が偏光フィルタの眼鏡を装着して左眼・右眼でそれぞれ

の映像を見ることで（図 5）、立体視を実現している。また、

映像の解像度を落としている関係で、会場の教材スライド

は本学側で別のスクリーンに提示するとともに、ホワイト

ボードに書き込まれた内容についても東京会場より本学へ

送信して提示することで、本学側で受講する者にも内容の

図 1　東京会場での講習の様子 図 2　会場側での遠隔講習の様子

図 2　スタジオ側での遠隔講習の様子
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把握が出来るように配慮した（図 4）。　

　多地点間通信に関しては、今回実施した講習の報告会と

して、3月 2日に東京（丸ビル）、名古屋（名古屋会議室）、

大阪（新梅田研修センター）、つくば（本学情報保障スタ

ジオ）に卒業生 11名に集まってもらい実施した。通信方

法としては、各会場の映像を本学スタジオへ送信し、スタ

ジオ側で映像を合成後、各会場へ配信する方法を採用した。

また、発言会場の映像をメイン映像として大きく映し出す

とともに、発言内容の簡単な要約をスタジオで入力、字幕

として映像の下部に提示することで、コミュニケーション

のとりやすい環境が実現できるように配慮した。多地点間

通信の様子を図 6に示す。

3．評価結果

3.1　東京会場での講習の評価

　今回、各講習の終了後に講習に関するアンケート調査を

実施した。調査方法は、設問に対して 7段階で評価しても

らうとともに、評価理由などあれば自由記述として答えて

もらう形をとった。「講習に参加して良かったか」の結果

を図 7に、「講習の内容は適切だったか」の結果を図 8に

示す。回答者数はのべで 19名（未回答を含む）、うち 3回

回答した者が 2名、2回回答した者が 4名、1回のみ回答

した者が 5名であった。また、アンケート調査の際に自由

記述欄に記載された内容は以下の通りである。

　・説明がわかりやすく、勉強のきっかけになった。

　・苦手な分野の勉強ができて良かった。

図 5　立体映像を見ている様子

図 6　多地点間通信の様子（大阪会場）

図 7　講習に参加して良かったか

図 8　講習の内容は適切だったか

図 4　立体映像を提示している様子

ホワイトボード映像

立体映像 

教材スライド

図 8　TV会議による遠隔講習を受けてみたいか
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　・説明が速く、メモを取るのに精一杯だった。

　・勉強していないプログラミング言語に関する問題がわ

からなかった。

3.2　遠隔講習の評価

　テレビ会議システムを用いた遠隔講習に関するアンケー

ト調査結果を図 7ならびに図 8に示す。受講した卒業生は

4名と少なかったが、「参加して良かったか」という設問

に対して全員が「非常に思う」という回答であった。アン

ケート調査の際に自由記述欄に記載された内容は以下の通

りである。

　・ニュースを観ているようで楽しかった。

　・字幕などがあり、わかりやすかった。

　・たまに手話が画面からはみ出す場面があった。

3.3　立体映像通信ならびに多地点間通信の評価

　立体映像通信に関しては、受講してもらった卒業生、学

生、教員 4名に自由記述の形で意見を出してもらった。そ

の結果は以下の通りである。

　・動きがスムーズであり、手話が読みやすかった。

　・ホワイトボードや教材用スライドなどが確認でき、内

容の把握ができた。

　・立体的な教材があるとより効果的だと思う。

　多地点間通信に関しては、各会場で受講した卒業生に対

してアンケート調査を行った。調査方法は、東京会場と同

じ形をとった。「TV会議を用いた遠隔講習を受けてみた

いか」の結果を図 9に示す。回答者数は 11名（うち未回

答 1名）であった。また、アンケート調査の際に自由記述

欄に記載された内容は以下の通りである。

　・思ったより伝わった。他の地域の卒業生と意見の交換

が出来て良かった。

　・映像については、より改善の必要があると思う。

　・遠隔講習の技術を活用して東京以外でも今回のような

講座を実施して欲しい。

　・他分野、他学科の講習も実施して欲しい。（例：他の

資格取得、技術英語、マナーなど）

4．考　察

　今回の東京会場での講習のアンケート結果には講習に継

続的に参加した受講生の回答が参加した回数分加算されて

いるので、単純に結果を評価することはできないが、資格

取得に真剣に取り組んでいる卒業生に関して、今回実施し

た講習は意義があったと思われる。ただし、参加した卒業

生の間には現在の職種やレベルにも差があり、参加人数が

少ない場合にもグループ分けをするなど、こうした差異に

配慮した講習を企画する必要があることもわかった。

　テレビ会議を用いた遠隔講習についても、十分なネット

ワーク帯域の確保ができる会場を用いることで実施可能で

あることがわかった。ただし、多地点間通信の際には、最

もネットワーク帯域の苦しい会場の影響を受けてしまうた

め、厳しい意見も出された。遠隔講習・多地点間通信を実

施する会場については、事前に十分調査する必要があるだ

ろう。

　また、立体映像通信については、今回試作してシステム

を用いることで手話の認識ならびに立体的な教材への活用

に効果があることがわかった。今後は、デザイン関係の講

習など立体教材を用いた講習を企画・実施する中で、検証

する必要があるだろう。

　将来的には、東京会場や遠隔講習の定常的な運用と夏期

休暇中などの本学での集中講義的なスクーリングなどを組

み合わせ実施することで、短期大学時代の卒業生や一般の

聴覚障害者に対して、学士の取得や職業的な資格取得を可

能にするようなカリキュラムについても検討する必要があ

ると思われる。特に、この世代は高等教育機関への進学率

が決して高くなく、リカレント教育への潜在的なニーズが

非常に高いと考えられ、本学の重要な課題であると思われ

る。
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